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研究成果の概要（和文）：乳児期の栄養状態は成人後の疾患リスクにも影響を与えるため、乳成分の消化・吸収
プロセスを理解することは生涯健康の維持に重要である。そこで本研究では、乳成分のうちタンパク質が乳児消
化管内で生理機能を発揮する分子メカニズムを理解するため、腸上皮細胞によるエンドサイトーシスおよび細胞
内消化の果たす役割について評価・解析を行った。乳児マウス腸内での乳機能性タンパク質ラクトフェリン
（LF）の分解を解析したところ、消化管内での分解は限定的であり、LFは未分解のままでも体腔内へと吸収され
ていた。また乳成分の機能解析の基盤研究として、乳児期腸管の発達に伴う遺伝子の発現および腸内細菌叢の変
化について解析した。

研究成果の概要（英文）：Because nutritional status in infancy influences the risk of metabolic 
diseases in adulthood, understanding the digestive and absorptive processes of nutrients in infants 
is important for the maintenance of lifelong health. In this study, we evaluated and analyzed the 
role of endocytosis and intracellular digestion in intestinal epithelial cells in order to 
understand the molecular mechanisms by which proteins in milk exert their physiological functions in
 the infant gastrointestinal tract. We analyzed the degradation of milk functional protein 
lactoferrin (LF) in the intestine of infant mice. The degradation was limited, and LF was absorbed 
into the body cavity even in its undegraded state. As a basic study for the functional analysis of 
milk components, we analyzed the changes in gene expression and intestinal microbiota during the 
development of the infant intestinal tract.

研究分野： 農芸化学

キーワード： 乳児栄養　乳タンパク質　ラクトフェリン　消化管

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
乳児栄養の消化・吸収機構を理解することは、乳児の発育だけでなく、免疫関連疾患や代謝関連疾患などについ
て一生の疾病リスクを管理する上でも重要である。古くから乳児腸管細胞ではエンドサイトーシスが活発である
ことが観察されているものの、その意義については明らかとなっていない。そのため本研究では、乳児腸上皮細
胞でのエンドサイトーシスおよび細胞内消化に着目し、個々の乳成分が吸収・分解される機構の解析を目的とす
る。本研究の成果は、乳児栄養や乳児医療だけでなく、生涯健康促進についての基礎的知識となり、応用実装へ
の発展が期待できるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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